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✦生体材料感染による合併症を予防する

✦患者さんの生命予後の改善に貢献する

✦コスト削減により医療の持続可能性を高める

ナノメートルサイズの微小突起が

口腔常在菌Candida albicansに

及ぼす抗菌作用に関する検討
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材料表面の微小突起が口腔内常在菌に対して
抗菌作用を発揮することを実証したい

生体材料感染に起因する誤嚥性肺炎の予防に応用することで、
生命予後の改善や医療コストの削減に寄与できるのでは？

この研究で目指すこと 。

⚫凹凸材料と平滑材料のそれぞれに付着した菌における遺伝子発現について調べる

⚫電子顕微鏡を用いて材料表面に付着した菌のより詳細な観察を行う

今後の展望 。
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生体材料感染

⚫ 気管挿管チューブ等の生体材料は
医療の様々な分野で使用される

⚫ 生体材料表面に定着した微生物は
強固なバイオフィルムを形成し、
生体材料感染を引き起こす原因となる

⚫ 誤嚥性肺炎等の口腔内の微生物を
原因とする呼吸器合併症は、
生命予後に大きく関わる

⚫ 合併症に対する医療コストの増加も
社会的な問題となっている

材料表面の物理的抗菌作用

⚫ セミやトンボ等の翅の表面に存在する
微小な突起は、細菌に対して物理的な
抗菌作用を発揮する

⚫ 口腔内常在菌に対する物理的抗菌作用
を調べた研究はほとんどない

背景 。

出典[1]

⚫ 口腔内真菌 Candida albicans

⚫ 表面に約100ナノメートルの
微小な凹凸を有する樹脂材料と、
平滑な樹脂材料上で菌を培養し、
バイオフィルムの形成量と
細胞の付着した面積を比較した

実験 。

底面に材料を貼り付けた
シャーレ内で菌を培養

【電子顕微鏡画像】
表面に100 nmサイズの
小さな突起が並ぶ

出典[2]

⚫ 微小凹凸材料では、付着した細胞とバイオフィルム形成量が少ない傾向を示した

結果 。

凹凸材料 平滑材料
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緑色の蛍光が材料表面に付着したCandida細胞を示す

紫色の濃淡が
バイオフィルム
形成量を反映

平滑材料凹凸材料

付着細胞面積 バイオフィルム形成量

付着したCandida細胞の量を
蛍光面積で比較

形成されたバイオフィルム量を
吸光度で比較
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